
大阪府が進める
治水対策のトータルマネジメント

～洪水リスクの共有と「逃げる」「凌ぐ」「防ぐ」取り組み～

平成２８年１１月

大阪府河川室河川整備課長 谷口友英
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2○ 感染症、 ○ 大量殺傷、 ○ ハイジャック、 ○ サイバーテロ 等

○ 風水害・・・・・・・・・台風、豪雨、土砂崩れ
○ 地震・・・・・・・・・・・上町断層帯地震、南海トラフ巨大地震
○ 津波・・・・・・・・・・・南海トラフ巨大地震、津波・海外での地震による津波 等

自然災害

○ 交通機関等・・・・・・・・・・列車や航空機、船舶事故
○ 原子力機関・・・・・・・・・・研究用原子炉、加工施設、発電所
○ 集客施設・・・・・・・・・・・・遊園地や商業施設、学校
○ 府管理施設・・・・・・・・・・庁舎や学校、福祉施設、医療施設
○ 石油コンビナート・・・・・・・危険物・高圧ガス貯蔵施設
○ 森林、山林・・・・・・・・・・・林野火災 等

重大事故等

○ 武力攻撃事態、 ○ 大規模テロなどの緊急対処事態 等

国民保護事態

その他

１．大阪における災害リスクとは
(1)危機事象とは



１．大阪における災害リスクとは
(2)津波・地震のリスク

③
生
駒
断
層

帯

想定地震 今後30年以内の発生確率

①②上町断層帯 2～3％

③生駒断層帯 ほぼ0～0.1％

④有馬高槻断層帯 ほぼ0～0.03％

⑤中央構造線断層帯 ほぼ0～14％

⑥南海トラフ
（M8～9クラス)70％程度

(巨大地震)明示せず

注)地震調査研究推進本部(基準日：H24.1.1)

１６０５年

１７０７年

１８５４年

１９４４年

１９４６年

２０１５年

慶長地震（Ｍ７．９）

宝永地震（Ｍ８．４）

安政東海地震（Ｍ８．４）安政南海地震（Ｍ８．４）
３２時間差

２年差 東南海地震（Ｍ７．９）
南海地震（Ｍ８．０）

１０２年

１４７年

９０年

空白域 約７０年

空白域 約１６０年

南海地震 東南海地震 東海地震
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１．大阪における災害リスクとは
(2)津波・地震のリスク

津波浸水想定区域

府域では５強から６強の震度を想定

府域の震度分布

大阪市役所

大阪駅

天王寺駅

京セラドームＵＳＪ
難波駅

ＪＲ東海道本線

梅田駅

阪急神戸線

十三駅

阪急宝塚線 新大阪駅

府庁

咲洲庁舎

京橋駅

※地震により堤防が破壊した場合の想定
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１．大阪における災害リスクとは
(2)津波・地震のリスク

【平成25年10月 大阪府公表】

人的被害（死者）

項目 単位 大阪府推計 影響

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

上水道 断水人口 人 8,320,730 約94％

下水道 機能支障人口 人 327,129 約4％

電力 停電軒数 軒 2,341,756 約55％

ガス 供給停止戸数 戸 1,154,267 約34％

固定電話 不通契約数 件 1,415,000 約56％

携帯電話 停波基地局率 ％ 48.5 ―

災害廃棄物等発生量 万ｔ
2,201
～2,414

経済
被害

資産等の被害額 兆円 23.2

生産・サービス低下 兆円 5.6

ライフライン・経済被害
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台風経路
～３大台風～

室戸台風 ジェーン台風 第2室戸台風

年度 昭和９年 昭和25年 昭和36年

気圧（HPa） 955 970 937

総雨量（mm) 22 65 43

潮位（op＋） 4.2 3.85 4

浸水面積（ha) 4,291 5,625 3,100

浸水家屋計（戸）府下 166,720 80,464 126,980

罹災者数（人） 17,898 21,465 2,165

死者数（人） 990【41】 221 7

ｼﾞｪｰﾝ 第2室戸

室戸

ジェーン台風による浸水区域

【浸水深凡例】

：2～3ｍ

：1～2ｍ

：0～1ｍ

室戸台風による浸水区域 第２室戸台風による浸水区域

【浸水深凡例】

：2～3ｍ

：1～2ｍ

：0～1ｍ

１．大阪における災害リスクとは
(3)高潮のリスク
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１．大阪における災害リスクとは
(3)高潮のリスク

平成21年3月
大阪湾高潮対策協議会

標高がT.P.+0.9m（O.P.+2.2m）より
低いエリア（ゼロメートル地帯）

大阪湾ゼロメートル地帯
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１．大阪における災害リスクとは
(4)河川氾濫のリスク

大阪市ホームページより

平成27年9月鬼怒川被災状況（全景写真）国土交通省ホームページより

平成28年8月岩手県小本川被災状況
国土交通省ホームページより
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１．大阪における災害リスクとは
(4)河川氾濫のリスク

淀川浸水想定区域図（平成14年6月国土交通省）

昭和28年9月洪水時の2日間総雨量の2倍を想定

（平成28年5月国土交通省）

寝屋川流域洪水リスク表示図【1/200】（平成24年3月大阪府）
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10

土石流 地すべり 急傾斜地崩壊
（がけ崩れ）

概

略

図

特

徴

山腹、川底の石や土砂が長雨や集中
豪雨などによって一気に下流へと押し
流されるものをいいます。
その流れの速さは規模によって異な

りますが、時速20～40kmという速度
で一瞬のうちに人家や畑などを壊滅さ
せてしまいます。

斜面の一部あるいは全部が地下水の影響と重力
によってゆっくりと斜面下方に移動する現象のこ
とをいいます。
一般的に移動土塊量が大きいため、甚大な被害

を及ぼします。
また、一旦動き出すとこれを完全に停止させる

ことは非常に困難です。

地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を
弱め、雨や地震などの影響によって急激
に斜面が崩れ落ちることをいいます。
がけ崩れは、突然起きるため、人家の

近くで起きると逃げ遅れる人も多く死者
の割合も高くなっています。

（国土交通省HPより作成）

１．大阪における災害リスクとは
(5)土砂災害のリスク

（斜め空中写真 広島市安佐北区可部東付近）

出典：国土地理院

Ｈ１６ 畑（８）地区（柏原市）

S7 亀の瀬地区（柏原市）

（国鉄トンネル圧砕）



◇ 基本方針に基づき、目標達成に向け、３つのミッションを設定し、
100のアクションを位置付け

市 町 村

計画的な災害対策

・地域防災計画の修正
・「南海トラフ地震防災
対策推進計画」の策定

・地区防災計画策定

等に基づく、
「基礎自治体」
としての住民協働
による取組み強化

支 援

・ガイドライン作成

・技術的情報支援や国制度含む

支援や人材派遣による支援 等

大 阪 府

（主なもの）
・防潮堤の津波浸水対策
・水門の耐震化等の推進
・密集市街地対策の推進
・建築物の耐震化促進
・「逃げる」施策の総合化、
地域防災力の強化

・学校等における防災
教育の徹底

巨大地震や大津波から府
民の命を守り、被害を軽
減するための、事前予防
対策と逃げる対策

ミッションⅠ

（主なもの）
・災害医療体制の整備
・広域緊急交通路等の
通行機能確保

・備蓄、集配体制の強化
・帰宅困難者対策の確立

地震発生後、被災者の
「命をつなぐ」ための、
災害応急対策

ミッションⅡ

（主なもの）
・災害廃棄物等適正処理
・応急仮設住宅の早期供給
体制の整備

・中小企業に対するＢＣＰ
等の取組み支援

「大都市・大阪｣の府民生
活と経済の迅速な回復の
ための、復旧復興対策

ミッションⅢ

府庁の行政機 能の維 持

・大阪府災害等応急対策実施要領の改訂と運用
・府庁ＢＣＰの改訂と運用

連

携

アクションの着実な推進に向け、地震発生後の「府の行政機能を維持」する体制整備と、住民の安心安全
確保に大きな責務を有する「市町村の計画的な災害対策」に対する必要な支援を実施 11

2.大阪府の防災の取組み
(１)津波・地震への取組 ～新・大阪府地震防災アクションプラン～



12

防潮堤の津波浸水対策の推進等、ハード対策により、

・集中取組期間：『人的被害（死者数）半 減 』

・取組期間 ：『人的被害（死者数）９割減』 をめざします。

加えて、府民のみなさまに迅速かつ安全に避難いただく、

いわゆる「逃げる」取組みにより、府民のみなさまとともに、

『人的被害（死者数）を限りなくゼロに近付けること』

をめざします。

□防潮堤の津波浸水対策等の緊急的

取組みにより、

・集中取組期間：

『堤防沈下等による被害(注)を

ゼロに近づけること』

をめざします。

(注)：地震の揺れによる防潮堤の沈下等により、
津波到達前の潮位（朔望平均満潮位）に
よる浸水により想定される被害

被害軽減目標(津波・浸水等)

2.大阪府の防災の取組み
(１)津波・地震への取組 ～新・大阪府地震防災アクションプラン～



対策未実施の場合 対策を実施した場合

約 11,000 ha 浸水

対策を実施すると・・・

大阪府推計（H25.8.8公表）

南海トラフ巨大地震（Mw=9.1）

◆全ての防潮堤の沈下を考慮

◆水門・鉄扉は開放

◆越流時に破堤
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2.大阪府の防災の取組み
(１)津波・地震への取組 ～新・大阪府地震防災アクションプラン～

約 5,400 ha 浸水

◆対策区間の防潮堤の沈下はなし

◆水門・鉄扉は閉鎖

◆越流しても破堤しない



津波高さ

堤
防

液状化による堤防の沈下・転倒

≪イメージ≫
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対策前

施工中（地盤改良工）

2.大阪府の防災の取組み
(１)津波・地震への取組 ～新・大阪府地震防災アクションプラン～

【アクション1】防潮堤の津波浸水対策の推進

想定している津波に対しては、現在の防潮堤や水門等が機能した場合には防ぐことができると考えられるが、
南海トラフの地震により、防潮堤の基礎地盤が液状化し、防潮堤が変位・沈下することによる浸水被害を軽
減するため、防潮堤基礎部の液状化層を固化するなどの耐震対策を実施



２．大阪府の防災の取組み
(２)高潮の取組
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毛馬排水機場安治川水門（赤色は水門閉鎖時）

鉄扉の閉鎖訓練



２．大阪における災害リスクとは
(３)河川氾濫の取組

16

氾濫発生
「危険度Ⅰ」

氾濫発生
【危険度Ⅱ･Ⅲ
人命への影響】

河道改修（防ぐ）

流出抑制施設（凌ぐ）

耐水型都市づくり（凌ぐ）

情報伝達・避難（逃げる）

【取組み方針】

(1)現状での河川氾濫・浸水の危険性に対する府民の理解を促進（インフォームドコンセント）

(2)「逃げる」「凌ぐ」施策を強化、「防ぐ」施策を着実に実施

(3)府民が対策の効果を実感できる期間（概ね１０年）で実現可能な対策及び実施後の河川氾濫・浸水の危険性を提示

【基本的な理念】人命を守ることを最優先とする。

「今後の治水対策の進め方」（平成22年6月策定）

人命への影響
を最優先

現況での
危険度評価実施
（洪水リスク）

効率的・効果的な対策

 

防ぐ 
（計画規模） 

凌ぐ 

逃げる 

治水安全度 

施
設
安
全
度 

実
態
的
安
全
度 

社
会
的
安
全
度 

治水安全度概念図

「逃げる」「凌ぐ」「防ぐ」施策のトータルマネジメントによる
効率的・効果的な対策の実施で、治水安全度の向上を図る。



２．大阪における災害リスクとは
(３)河川氾濫の取組
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“逃げる”施策
～地域での地域版ハザードマップの作成等による“自助”の意識向上～

【洪水リスクの開示】
河川ごとの氾濫・浸水の危険性を府民に

開示。（府管理全１５４河川）

【地域とのワークショップ
・まちあるきの実施】

危険度の高い地域を対象に、地
域住民と一緒にワークショップやま
ちあるきを行い、身近な河川氾濫
の危険性や避難路、避難所の位
置などを共有。

【地域版ハザードマップの作成
・避難訓練などの実施】

身近な地域での河川氾濫の危険性や避難路、
避難所の位置などを地図に表示し、洪水時の府民
自らの行動に繋げるとともに、住民自らによる避難
訓練の実施などに繋げ、地域防災力の向上に繋げ
ていく。

ワークショップの開催状況

まちあるきの状況

過去の被災･災害状況の記入
地域の方が感じている注意箇所などを記入

避難訓練の実施

提供（気づき） 共有（深め） 行動（動く）

避難行動のキッカケとなる防災情報の充実



２．大阪における災害リスクとは
(３)河川氾濫の取組
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“凌ぐ”施策
～河川から溢れても被害を最小限にする～

●土地利用規制・誘導

「都市計画区域マスタープラン」、「市街化調整区域における地区計画の

ガイドライン」による土地利用規制

開発許可・建築確認時の洪水リスクの周知

立地適正化計画 等

～河川への流出を抑える～

●農業用ため池の治水活用

●開発調節池の恒久化 等

～避難のための時間を稼ぐ～

●堤防補強等の危機管理型ハード対策
開発関係者啓発用チラシ

農業用ため池の治水活用 危機管理型ハード対策の例（国土交通省ＨＰ）



２．大阪における災害リスクとは
(３)河川氾濫の取組
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“防ぐ”施策

国土軸となる東海道新幹線、名神高速道路をはじめ、
京阪神間の大動脈となるJR東海道線、阪急京都線、
国道171号などの重要な交通網が集中。

堤体基礎掘削を完了し、

H29年度から、堤体盛立てが最盛期！

ダムサイト上流側より（H28.5）

安威川ダム建設事業 寝屋川流域総合治水対策事業

北部地下河川門真調節池

北部地下河川守口調節池

国土地理院資料を加工して作成
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ソフト対策「逃げる」

市町村や企業と力を合わせた「逃げる」
の徹底

「勇気を持って、命を守る行動をする」

 正しい知識
 正しい情報
 正しい行動 の“習慣化”を

３．みなさまにお願いしたいこと
（1）「正しい知識・情報・行動」の習慣化



３．みなさまにお願いしたいこと
（1）「正しい知識・情報・行動」の習慣化
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梅雨や台風など風水害に注意が必要です。
日頃の備え、早めの避難への意識が重要です。

避難勧告が出されなくても、「自らの身は自分で守る」という考えのもと、身の危険を感じ
たら、ちゅうちょなく自主的に避難することが大切です。
(外が危険な場合は、屋内に留まることが必要な場合もあります)

避難情報に注意！

22

３．みなさまにお願いしたいこと
（1）「正しい知識・情報・行動」の習慣化



防災情報を手軽にあなたのもとへ

「防災情報メール」に登録しましょう
携帯メールアドレスを「おおさか防災ネット」に登録していただくと
•特別警報、大雨洪水警報などの気象情報、台風
地震・津波情報、土砂災害警戒情報、水防警報情報

•避難勧告・指示・一時避難等の情報、避難所開設情報
•その他緊急情報（国民保護情報等）

など さまざまな防災情報を受け取ることができます。

受け取る情報については、○○市の大雨警報を受け取りたい。△△町の土砂災害警戒情報を受け取りたいな
ど、条件設定が可能です。

登録方法 登録はとても簡単です！

「touroku@osaka-bousai.net」宛て（右のQRコードを読み取ると入力が省略
できます）に空メールを送信すると、自動的にご案内メールをシステムから送信し
ます。ご案内のメールの内容を確認いただき、登録を行ってください。
なお、登録料は無料ですが、メール受信にかかる通信料は必要です。
解約についても同じく空メールを送信することですぐに行うことが出来ます
ので、一度登録をお試しいただきますようお願いします。 23

マルチな防災情報を得るには…

３．みなさまにお願いしたいこと
（1）「正しい知識・情報・行動」の習慣化



３．みなさまにお願いしたいこと
（1）「正しい知識・情報・行動」の習慣化
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